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コメント 

 本研究は、応募者のリチウムイオン及びヒドリドイオン導電体に関す

る国際的にも高い評価を受けている研究業績を基盤として、更なる高性

能イオン導電体の探索を継続発展させるとともに、相図を利用した従来

の物質探索手法に加えて、機械学習を取り入れる研究計画である。機械

学習に関しては必ずしも有効性が明確でないが、リチウムイオンやヒド

リドイオンをキャリアとした物質開発は大きな意義がある。 
応募者の高い研究遂行能力から十分な成果が得られると期待でき、基

盤研究（Ｓ）として推進することが適当と判断した。 
 

 
 


